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法政大学出版局◉新刊のご案内� 2026 年 2 月 6 日

①  配本希望部数をご記入のうえFAXにてご連絡をお願いしたします。
　  希望部数を優先して配本しておりますので、ぜひお申し込み下さい。
②  委託期間内返品可　配本後到着の注文書は注文扱いにて出荷させて頂きます。
③  ★印の図書は特にご注目下さい。平積み頂ければ幸甚です。
④  小局ホームページより、「新刊のご案内」最新号がダウンロードできます。
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番線印

法政大学出版局　2026年3月27日配本　定価6160円（本体5600円＋税） A5判上製・358頁
 辻 英史 編 

つなげる劇場、つながる劇場 ドイツと日本の「劇場圏」 ISBN978-4-588-15151-4 C1070

　劇場は観客や地域社会とどのようにつながり、また、それらをどのようにつなげるのか。劇場の活動が様 に々影響を及ぼす範囲
を「劇場圏」と定義し、本論集は特にドイツと日本のオペラ上演について論じる。劇場の運営、地域オペラや市民オペラ、招聘
公演、国際共同制作、コロナに対する政策など、具体的な事例とともに、劇場をめぐる公共性のあり方を多角的に検討し、今後
の展望を示す。 【音楽・社会】

☆関連書：川越修・辻英史編『社会国家を生きる』、萩原里香『コラーゴ』、デッラ・セータ『19世紀イタリア・フランス音楽史』（小局刊）。
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Fax. 03-5214-5542
【お願い】
　　配本の際、ご担当者様の記名が必要となりました。
　　ご面倒とは存じますが、ご担当者様欄のご記入をお願い申し上げます。

法政大学出版局　2026年3月25日配本　定価4400円（本体4000円＋税） 四六判並製・444頁
伊藤 益 著 

情理論 思想と文芸の基層 ISBN978-4-588-13046-5 C1010

★ 　日本の思想とは何か。古代国家の誕生、記紀万葉の成立から江戸国学の生成、西洋近代の受容から大戦をへて今に至るまで、
この国の人 の々生と死と愛の根底を貫いてきたものは何だったか。西洋哲学と東洋的論理の両者に通じる著者が、物語、理性、
神話、理念、文芸、性愛、仏法の各主題から、私たちを統べる情と理の働きをいかなる幻想もなしに照らし出す。ものごとに即し
て思索しうるための必読書。 【哲学思想】

☆関連書：廖欽彬ほか編著『甦る田辺哲学』、河合一樹『大和心と正名──本居宣長の学問観と古代観』（小局刊）。
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法政大学出版局　2026年4月2日配本　定価4730円（本体4300円＋税） 四六判上製・352頁
ジャン＝リュック・ナンシー 著／伊藤潤一郎、横田祐美子 訳 《叢書・ウニベルシタス 1197》

世界の意味  ISBN978-4-588-01197-9 C1310

★★　世界には目的がなく、究極の価値が信じられていた時代も過ぎ去ったとすれば、この世界の意味（サンス）はどこにあるのか？　
1993年、冷戦終結後の〈歴史の終わり〉という世界史的状況下に書かれた本書はナンシーのまぎれもなき主著にして理論的頂
点であり、その哲学の歩みのなかで『無為の共同体』に劣らぬインパクトを保ち続けている。長らく訳されずにいた問題の書、30
年以上の時を経て全訳。 【哲学・思想】

☆関連書：ラクー＝ラバルト、ナンシー『文学的絶対』、ナンシー『限りある思考』（小局刊）。
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法政大学出版局　2026年3月25日配本　定価5500円（本体5000円＋税） 四六判上製・488頁
高遠弘美 著 

パリ散歩 我もまたアルカディアにありき ISBN978-4-588-46029-6 C0090

★ 　「明るい初夏の夕方で、心地よい風が吹き抜ける。夕刻の散歩がひときわ愉しいパリである」。2012年から14年までの2年間を
過ごしたパリ滞在の記録。プルースト『失われた時を求めて』の翻訳に勤しみ、街に出ては飲み食べて友と語り合い、映画やオ
ペラに触れる日々のなかで、静かに際立つ生の実質を書きとめる。「日常を離れた地点に、自分の拠って立つ場はない」。『楽し
みと日々──壺中天書架記』と対をなす、余生の文学。 【文学・エッセイ】

☆関連書：『楽しみと日々──壺中天書架記』（小局刊）、プルースト『失われた時を求めて』（光文社古典新訳文庫）など。
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法政大学出版局　2026年4月2日配本　定価6380円（本体5800円＋税） A5判上製・464頁
法政大学大原社会問題研究所、岡野内正 編著 《法政大学大原社会問題研究所叢書》
世界のベーシックインカム運動  歴史・現状・展望 ISBN978-4-588-62556-5 C1330

　人類はそんなに貧しいのか？　なぜ分かち合えないのか？　これまで社会政策上の問題としてのみ議論されてきたベーシックイ
ンカム運動を、社会システムの転換を求める運動としてとらえる試み。18世紀イングランドに生まれイラン、カナダ、アイルランド、
スペイン、ブラジル、南アフリカ、ナミビア、トルコ、そして台湾、韓国へと波及したベーシックインカム運動の理論と実践およびグ
ローバルな連帯を論じる。 【ベーシックインカム】

☆関連書：P. ヴァン・パリース他『ベーシック・インカム』（クロスメディア・パブリッシング）など。
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